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■研究の背景
　道内では、年間約２万トンの農業用廃プラスチックが排出されており、そのうち20%は有効利
用されずに埋め立てや焼却などにより処理されています。
　長いも育成用ネットは、使用後の排出時に茎葉の巻き付きや土壌の付着があるため、特にリサ
イクルが困難な農業用廃プラスチックであり、有効活用のための技術開発が望まれていました。
道総研はそのような要望を受け、前処理技術、燃焼技術等の開発に取り組み、燃料利用のための
要素技術を開発するとともに、利用プロセスを構築しました。

■研究の要点
１．廃プラスチック、農作物残渣燃料化のための要素技術の開発
２．廃プラスチック－バイオマス混合ペレット製造工程の確立
３．高灰分廃棄物・バイオマス燃料に対応した燃焼機器の開発

■研究の成果
１．使用済み長いもネットや農作物残渣などについて、収集、運搬、前処理、燃料成型工程の検

討を行い、燃料製造プロセスを確立しました。
２．廃棄物・バイオマス由来の様々な高灰分燃料で燃焼試験を行い、高灰分でも燃焼障害を起こ

さず、高効率で運転可能なボイラを開発しました。また、自動で着火、運転できる燃焼制御シ
ステムを開発しました。
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